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№
１
４
７
（
一
九
八
二
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）
か
ら

№
１
８
１
（
一
九
八
二
年
一
二
月
二
一
日
）
ま
で

№
１
４
７
（
一
九
八
二
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）

◇
巻
頭
言
◇
中
道
路
線
に
未
来
は
な
い

理
論
と
実
践
に
つ
い
て

向
坂
逸
郎

一
九
八
二
春
闘
へ
の
基
本
視
点

岩
井
章

情
勢
の
特
徴
と
当
面
の
闘
争
課
題

戦
争
政
策
を
賛
美
す
る
同
盟
方
針
案

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
も
は
じ
め
は
小
さ
か
っ
た

―
右
翼
勢
力
の
増
大
に
警
戒
を
―

総
評
の
準
備
会
参
加
の
論
拠
は
崩
壊
！

―
同
盟
執
評
が
あ
ら
た
め
て
〃
構
想
〟
を
明
記
―

総
評
は
た
た
か
え
ば
ジ
リ
貧
に
な
る
？

―
「
総
評
の
全
的
〃
労
戦
統
一
綱
領
〟

討
議
の
た
め
の
素
材
提
起
」
の
検
討
（
一
）

◇
好
評
発
売
中
◇
岩
井
章
・
灰
原
茂
雄
編
著

八
〇
年
代
労
働
運
動
と
反
撃
の
道

定
価
千
五
百
円
（
〒
二
五
〇
円
）
Ｂ
６
版
三
六
〇
頁

№
１
４
８
（
一
九
八
二
年
一
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
歴
史
を
つ
く
る
迫
力
を
も
と
う

一
九
八
二
年
と
社
会
党
の
進
路

一
九
八
二
春
闘
の
意
義
と
課
題

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
情
勢
に
つ
い
て

シ
リ
ー
ズ
「
ソ
連
脅
威
論
」
の
虚
構
④

ア
メ
リ
カ
は
「
自
由
の
国
」
か
？

―
第
二
次
大
戦
前
の
ア
メ
リ
カ
の
「
反
共
主
義
」
国
鉄
合
理
化
が
攻
防
の
要

―
再
び
行
政
改
革
と
の
た
た
か
い
に
つ
い
て
―

号
外
の
ご
案
内

私
鉄
の
仲
間
か
ら
の
た
よ
り

緊
急
号
外
好
評
発
売
中
（
残
部
僅
少
）

一
九
八
二
年
春
闘
へ
の
実
践
的
提
起

定
価
四
〇
〇
円
（
郵
送
料
含
）
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№
１
４
９
（
一
九
八
二
年
二
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

「
忘
る
な
か
れ
、
助
け
て
長
ぜ
し
む
る
な
か
れ
」

社
会
党
大
会
に
の
ぞ
む

「
社
公
合
意
」
と
公
明
党
の
新
方
針

日
経
連
『
労
働
問
題
研
究
委
報
告
』
批
判
（
一
）

三
池
労
組
が
「
準
備
会
」
参
加
に
反
対
の
「
要
請
」

資
料
三
池
労
組
の
「
要
請
」
書
（
全
文
）

職
場
実
態
を
直
視
せ
よ

―
総
評
『
労
線
統
一
綱
領
へ
の
素
材
提
起
』
の
検
討
―

ワ
シ
ン
ト
ン
の
ワ
ニ
の
涙

緊
急
号
外
好
評
増
刷
中
◇

八
二
春
闘
へ
の
実
践
的
提
起

定
価
四
○
○
円
（
郵
送
費
含
）

№
１
５
０
（
一
九
八
二
年
二
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
教
育
反
動
に
は
学
習
で
反
撃
し
よ
う

一
九
八
二
年
度
予
算
案
を
切
る
①

社
会
党
委
員
長
選
挙
が
示
し
た
も
の

総
評
の
存
在
価
値
と
は
何
か

―
総
評
『
労
戦
統
一
綱
領
へ
の
素
材
提
起
』
の
検
討
③
―

総
評
の
準
備
会
参
加
の
論
拠
は
崩
壊

―
同
盟
第
一
八
回
大
会
報
告
―

シ
リ
ー
ズ
「
ソ
連
脅
威
論
」
の
虚
構
⑤

巧
妙
に
な
っ
た
「
反
共
主
義
」

―
ア
メ
リ
カ
は
「
自
由
の
国
」
か
？
②

緊
急
号
外
好
評
増
刷
中

一
九
八
二
春
闘
へ
の
実
践
的
提
起

定
価
四
○
○
円
（
郵
送
費
含
）

№
１
５
１
（
一
九
八
二
年
二
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
大
衆
闘
争
の
高
揚
を
は
か
れ

同
志
よ
、
た
た
か
い
は
こ
れ
か
ら
だ

―
私
鉄
総
連
第
三
回
中
央
委
報
告
―

資
料

私
鉄
総
連
の
労
戦
統
一
へ
の
当
面
の
方
針

八
二
春
闘
勝
利
へ
一
万
五
千
人
が
結
集

―
第
一
五
回
全
国
青
年
団
結
集
会
報
告
―

賃
金
論
の
学
習
で
「
生
産
性
基
準
原
理
」
に
反
撃
を

―
日
経
連
『
労
働
問
題
研
究
委
報
告
』
批
判
②
―

八
二
年
度
予
算
案
を
切
る
②

高
揚
期
に
入
っ
た
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
闘
争

―
チ
リ
共
産
党
六
○
周
年
と

チ
リ
人
民
の
た
た
か
い
―

シ
リ
ー
ズ
「
ソ
連
脅
威
論
」
の
虚
構
⑥

ソ
連
の
国
際
社
会
へ
の
影
響
力
は
低
下
し
た
？

全
水
道
の
仲
間
ヘ
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№
１
５
２
（
一
九
八
二
年
三
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
労
働
運
動
強
化
へ
の
視
点

理
論
セ
ン
タ
ー
報
告
・
中
執
原
案
に
た
い
す
る
附
帯
条
件
の
意
味
す
る
も
の

資
料
「
中
執
原
案
」
へ
の
附
帯
決
議
（
案
）

◇
社
会
党
第
四
六
回
大
会
傍
聴
記
◇

飛
鳥
田
新
執
行
部
ガ
ン
バ
レ
！

「
ロ
ボ
ッ
ト
化
」
で
失
業
の
増
大
は
必
然

暗
雲
た
ち
こ
め
る
「
西
側
」
の
経
済

◇
編
集
部
か
ら
◇

緊
急
号
外
〃
好
評
発
売
中

八
二
春
闘
へ
の
実
践
的
提
起

定
価
四
○
○
円
（
郵
送
費
含
）

№
１
５
３
（
一
九
八
二
年
三
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
大
衆
闘
争
構
築
へ
の
三
つ
の
条
件

社
会
党
大
会
と
労
働
運
動

―
第
四
六
回
社
会
党
大
会
と
今
後
の
課
題
―

社
会
党
大
会
と
青
年
問
題

―
青
対
方
針
を
め
ぐ
る
経
過
と
問
題
点
―

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
神
話
と
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
現
実

生
活
が
「
整
合
性
」
論
の
破
綻
を
証
明

賃
上
げ
で
不
況
は
克
服
で
き
る
か
？

シ
リ
ー
ズ
「
ソ
連
脅
威
論
」
の
虚
構
⑦
ソ
連
の
農
業
問
題
へ
の
基
本
視
点

読
者
か
ら
の
た
よ
り

緊
急
号
外
好
評
発
売
中

八
二
春
闘
へ
の
実
践
的
提
起

定
価
四
○
○
円
（
郵
送
費
含
）

№
１
５
４
（
一
九
八
二
年
三
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
資
本
の
論
理
と
労
働
者
の
生
活

た
た
か
い
の
成
果
を
自
覚
し
よ
う

―
一
九
八
二
春
闘
と
労
働
者
階
級
の
任
務
―

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
賃
金
論
の
克
服
が
春
闘
再
構
築
の
鍵

―
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
賃
金
論
批
判
―

第
一
五
回
全
国
青
年
団
結
集
会
に
参
加
し
て

国
労
は
器
用
貧
乏
に
な
る
な

―
国
労
第
一
三
四
回
拡
大
中
央
委
員
会
報
告
―

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
干
渉
を
準
備
す
る
ア
メ
リ
カ

世
界
の
失
業
統
計

緊
急
号
外
好
評
発
売
中

八
二
春
闘
へ
の
実
践
的
提
起

定
価
四
○
○
円
（
郵
送
費
含
）
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№
１
５
５
（
一
九
八
二
年
四
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
行
革
の
攻
防
の
焦
点
は
「
国
鉄
問
題
」

行
革
、
労
戦
再
編
成
、
軍
備
増
強
は
一
体

反
戦
運
動
の
高
ま
り
と
労
働
組
合
の
任
務

書
評
向
坂
逸
郎
著
『
嵐
を
つ
い
て
』

真
理
は
常
に
古
く
し
て
新
し
い

シ
リ
ー
ズ
ソ
連
脅
威
論
の
虚
構
⑧

ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
と
反
ソ
論
㊤

だ
れ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
安
定
を
妨
げ
で
い
る
か

◇
資
料
と
解
説
◇

自
民
党
国
鉄
基
本
問
題
調
査
会
が

「
二
○
二
億
損
賠
」
で
強
行
意
見

資
料
国
鉄
再
建
に
関
す
る

小
委
員
会
「
中
間
報
告

（
一
）

」

読
者
か
ら
の
た
よ
り

緊
急
号
外
好
評
発
売
中
◇

八
二
春
闘
へ
の
実
践
的
提
起

定
価
四
○
○
円
（
郵
送
費
含
）

№
１
５
６
（
一
九
八
二
年
四
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
は
げ
し
さ
ま
す
中
米
情
勢

「
ヤ
ミ

「
カ
ラ
」
攻
撃
と
国
鉄
労
働
運
動

」

い
ち
じ
る
し
い
事
実
の
誤
認

◇
資
料
と
解
説
◇

京
都
府
知
事
選
で
社
会
党
左
派
が
「
反
林
田
」
に
た
つ

書
評
久
保
綾
三
・
原
野
人
著

『
核
問
題
入
門

（
十
月
社
刊
）

』

―
現
情
勢
に
適
し
た
好
著
―

シ
リ
ー
ズ
「
ソ
連
」
脅
威
論
」
の
虚
構
⑨

ポ
ー
ラ
ン
ド
経
済
危
機
の
背
景

―
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
と
反
ソ
論
㊦
―

資
料
自
民
党
国
鉄
調
査

小
委
員
会
「
中
間
報
告
」
②

緊
急
号
外
好
評
発
売
中

八
二
春
闘
へ
の
実
践
的
提
起

定
価
四
○
○
円
（
郵
送
費
含
）
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№
１
５
７
（
一
九
八
二
年
四
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、
そ
し
て
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

「
ヤ
ミ
」
攻
撃
を
打
ち
破
れ

◇
資
料
と
解
説
◇

私
鉄
京
成
労
組
が
国
労
へ
の
支
援
・
連
帯
を
決
議

資
料

国
鉄
労
働
者
に
対
す
る
集
中
攻
撃
に
抗
し
、
支
援
・
連
帯
し
、
共
に
闘
う
決
議

反
帝
国
主
義
の
視
点
が
不
可
欠

―
軍
備
増
強
論
へ
の
視
点
―

社
会
民
主
主
義
か
社
会
主
義
か

―
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
一
年
の
軌
跡
―

緊
急
号
外
好
評
発
売
中

八
二
春
闘
へ
の
実
践
的
提
起

定
価
四
○
○
円
（
郵
送
費
含
）

№
１
５
８
（
一
九
八
二
年
五
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
八
二
春
闘
総
括
へ
の
視
点

労
戦
問
題
へ
の
ゆ
く
え
と
ポ
イ
ン
ト
／
資
料
①
統
一
準
備
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
（
総
評
一
九
八
二

年
三
月
二
五
日
）
／
資
料
②
統
一
準
備
会
運
動
方
針
・
運
営
要
綱
素
案
／
資
料
③
準
備
会
第
四
回
事

務
局
会
議
で
の
一
応
の
集
約
／
資
料
④
新
規
参
加
申
し
込
み
組
織
の
と
り
扱
い
（
準
備
会
第
四
回
幹

事
会
）

◇
民
間
の
仲
間
か
ら
国
労
の
仲
間
へ
◇

た
た
か
う
国
労
に
期
待

学
習
が
楽
し
み
に
な
っ
た
！

―
山
梨
社
研
十
周
年
記
念
集
会
の
報
告
―

新
刊
紹
介

『
続
続
首
切
り
「
合
理
化
」
を
許
さ
な
い
！
』

統
一
的
な
反
撃
へ
の
視
点
を
示
唆

シ
リ
ー
ズ
「
ソ
連
脅
威
論
」
の
虚
構
⑩

欧
州
に
お
け
る
戦
中
・
戦
後
の
反
ソ
・
反
共
謀
略

№
１
５
９
（
一
九
八
二
年
五
月
一
一
日
）

特
集
一
九
八
二
春
闘
の
総
括
視
点
と
今
後
の
課
題

巻
頭
言
◇
臨
調
は
な
ぜ
「
現
代
の
枢
密
院
」
か
？

座
談
会
一
九
八
二
春
闘
を
た
た
か
っ
て
①

報
告
①
一
九
八
二
春
闘
の
総
括
視
点

報
告
②
い
よ
い
よ
は
っ
き
り
し
た
「
行
革
」
の
本
質

報
告
③
労
戦
の
動
向
と
そ
の
特
徴

報
告
④
問
題
は
ら
む
総
評
の
素
材
提
起

資
料
①
Ｊ
Ｃ
回
答
へ
の
鉄
鋼
独
占
の
見
解
（
一
九
八
二
・
四
・
八
）

資
料
②
集
中
回
答
へ
の
Ｊ
Ｃ
見
解
（
一
九
八
二
・
四
・
八
）

資
料
③
公
労
協
の
声
明
（
一
九
八
二
・
四
・
一
四
）

資
料
④
民
間
労
戦
統
一
を
め
ぐ
る
報
告
と

要
請
に
つ
い
て
（
総
評
一
九
八
二
・
四
・
一
三
）

大
衆
闘
争
構
築
へ
の
わ
れ
わ
れ
の
努
力

―
第
三
期
第
二
年
次
清
掃
事
業
直
営
化
闘
争
総
括

ソ
連
・
イ
タ
リ
ア
共
産
党
の
論
争
に
つ
い
て
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№
１
６
０
（
一
九
八
二
年
五
月
二
一
日
）

巻
頭
言
◇
ホ
ン
ネ
発
言
つ
づ
け
る
政
府
・
自
民
党

◇
八
二
春
闘
を
た
た
か
っ
て
②
◇

八
二
春
闘
の
総
括
視
点
と
今
後
の
課
題

報
告
⑤
国
鉄
攻
撃
の
本
質
と
そ
の
実
態

報
告
⑥
露
骨
な
総
評
の
社
会
党
へ
の
介
入

討
論
国
鉄
攻
撃
は
全
労
働
者
へ
の
攻
撃

資
料
当
面
す
る
諸
問
題
に
対
す
る

わ
れ
わ
れ
の
態
度
（
国
労
・
動
労
・
全
施
労
・
全
動
労
）

◇
読
者
か
ら
の
投
稿
◇

ベ
テ
ラ
ン
の
兄
も
〝
ま
い
っ
た
〟

シ
リ
ー
ズ
「
ソ
連
脅
威
論
」
の
虚
構
⑪

ベ
ル
リ
ン
の
壁
、
そ
し
て
二
千
語
宣
言

新
刊
「
国
鉄
『
再
建
』
を
め
ぐ
る
基
本
問
題
」
発
行
の
お
し
ら
せ

№
１
６
１
（
一
九
八
二
年
六
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
総
評
指
導
部
の
ペ
テ
ン
を
許
す
な

党
中
央
は
現
場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
せ
よ

―
京
都
府
知
事
選
の
結
果
と
教
訓
―

座
談
会
春
闘
を
た
た
か
っ
て
（
三
）

組
合
を
つ
く
り
直
す
努
力
は
ど
う
だ
っ
た
の
か

一
九
八
二
春
闘
の
総
括
視
点
と
今
後
の
課
題
―

◇
新
刊
の
お
知
ら
せ
◇
「
国
鉄
『
再
建
』
を
め
ぐ
る
基
本
問
題
」

（
行
政
改
革
と
労
働
運
動
）
小
林
晃
編
著

◇
好
評
発
売
中
◇
岩
井
章
・
灰
原
茂
雄
編
著
八
〇
年
代
労
働
運
動
と
反
撃
の
道

定
価
一
五
〇
〇
円
（
〒
二
五
〇
円
）
Ｂ
６
版
・
三
六
〇
頁

№
１
６
２
（
一
九
八
二
年
六
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
」
紛
争
と
世
界
史

「
民
営
・
分
割
化
」
の
〝
脅
し
〟
に
屈
す
る
な

権
利
は
す
べ
て
た
た
か
い
と
る
も
の

―
当
局
の
改
善
命
令
と
わ
れ
わ
れ
の
反
論
―

総
評
三
顧
問
が
左
派
結
集
を
提
唱

資
料
①
総
評
三
顧
間
が
懇
談
会
を
よ
び
か
け
（
全
文
）

資
料
②
五
・
二
○
三
顧
間
と
し
て
の
問
題
提
起
（
全
文
）

総
評
の
同
盟
化
を
高
く
評
価

―
日
経
連
の
春
闘
総
括
―

春
闘
を
た
た
か
っ
て
ど
う
で
あ
っ
た
の
か

―
各
職
場
で
中
間
総
括
討
論
を
は
じ
め
よ
う
―
六
月
上
旬
刊
予
価
千
円
（
〒
二
五
〇
円
）

国
鉄
『
再
建
』
を
め
ぐ
る
基
本
問
題
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№
１
６
３
（
一
九
八
二
年
六
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
フ
ォ
ー
グ
ラ
ン
ド
」
―

領
有
権
を
め
ぐ
る
歴
史
的
経
緯

「
行
革
」
の
ね
ら
い
は
国
民
の
意
識
の
改
造

―
第
二
臨
調
部
会
報
告
の
本
質
―

広
が
る
『
資
本
論
』
研
究
会

―
マ
ル
ク
ス
生
誕
の
日
に
交
流
・
講
演
会
―

青
年
た
ち
が
「
反
行
革
、
国
鉄
第
二
マ
ル
生
粉
砕
」
の
集
会

シ
リ
ー
ズ
「
ソ
連
脅
威
論
」
の
虚
構
⑫

ポ
ー
ラ
ン
ド
「
連
帯
」
は
何
で
あ
っ
た
か

新
刊
好
評
発
売
中
！
予
価
千
円
（
〒
二
五
〇
円
）
国
鉄
『
再
建
』
を
め
ぐ
る
基
本
問
題

№
１
６
４
（
一
九
八
二
年
七
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
再
び
春
闘
総
括
の
視
点
に
つ
い
て

◇
わ
れ
わ
れ
の
春
闘
総
括
◇
「
管
理
春
闘
」
を
打
破
す
る
た
め
に

中
ソ
対
立
の
現
状
と
今
後

―
中
ソ
和
解
の
道
を
さ
ぐ
る
―

◇
民
間
の
仲
間
か
ら
国
労
の
仲
間
ヘ
◇

国
鉄
攻
撃
は
全
労
働
者
へ
の
攻
撃

七
百
名
の
青
年
・
婦
人
が
総
決
起

―
反
「
行
革

・
国
鉄
第
二
マ
ル
生
粉
砕
集
会
の
報
告
―

」

〝
最
後
の
伝
果
病
〟
を
許
す
な

「
四
項
目
」
で
総
評
の
再
生
を
め
ざ
そ
う

―
総
評
三
顧
問
、
岩
井
氏
中
心
に
結
束
―

資
料
総
評
全
労
働
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
（
案
）

国
鉄
『
再
建
』
を
め
ぐ
る
基
本
問
題

定
価
千
円
（
〒
二
五
〇
円
）

№
１
６
５
（
一
九
八
二
年
七
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
憲
法
改
悪
を
許
す
な

座
談
会
一
九
八
二
年
運
動
方
針
案
の
検
討
㊤

問
わ
れ
る
総
評
労
働
運
動
の
路
線

報
告
①
「
協
議
会
」
参
加
が
労
戦
の
中
心
課
題
に

報
告
②
社
会
党
へ
の
介
入
は
さ
ら
に
強
化
か

報
告
③
だ
れ
の
た
め
の
運
動
方
針
か
（
総
評
）

報
告
④
労
戦
問
題
で
中
連
の
解
消
も
検
討
（
電
機
労
連
）

報
告
⑤
Ｉ
Ｔ
Ｆ
加
盟

「
協
議
会
」
参
加
は

、

秋
に
臨
時
大
会
で
（
私
鉄
総
連
）

報
告
⑥
言
行
の
一
致
が
課
題
（
日
教
組
）

◇
わ
れ
わ
れ
の
春
闘
総
括
（
国
労
東
京
保
線
所
分
会
）

「
ヤ
ミ

「
カ
ラ
」
攻
撃
へ
の
反
撃
は
十
分
か

」

シ
リ
ー
ズ
「
ソ
連
脅
威
論
」
の
虚
構
⑬

軍
事
的
「
脅
威
論
」
の
現
実
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№
１
６
６
（
一
九
八
二
年
七
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
行
革
、
掘
木
訴
訟
、
憲
法
第
二
五
条

◇
資
料
と
解
説
◇

統
一
準
備
会
が
「
全
民
労
協
」
結
成
ヘ

資
料
「
全
民
労
協
」
の
基
本
方
針
、
運
営
要
綱

デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
生
誕
百
年
祭

組
合
大
会
方
針
案
の
検
討
㊥

報
告
⑦
強
い
組
合
員
の
期
待
と
批
判
（
国
労
）

報
告
⑧
総
評
強
化
へ
の
積
極
的
行
動
が
重
要
（
自
治
労
）

報
告
⑨
企
一
、
二
号
修
正
で
路
線
の

全
面
見
直
し
ヘ
（
全
逓
）

報
告
⑩
春
闘
総
括
に
鋭
い
視
点
（
全
林
野
）

報
告
⑪
全
面
的
な
合
理
化
協
力
路
線
（
全
電
通
）

◇
私
た
ち
の
春
闘
総
括
（
自
治
労
富
山
）
◇

大
衆
闘
争
構
築
の
努
力
は
ど
う
だ
っ
た
か

本
部
が
労
戦
で
「
修
正
案
」
う
け
入
れ
ヘ

―
日
教
組
大
会
報
告
―

№
１
６
７
（
一
九
八
二
年
八
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
な
ぜ
改
憲
、
軍
備
増
強
か

階
級
的
労
働
運
動
の
旗
手
た
れ
！

―
国
労
第
四
四
回
全
国
大
会
の
位
置
と
課
題
―

全
民
労
協
「
基
本
方
針
」
と
総
評
の
立
場

現
情
勢
の
特
徴
と
労
働
者
の
任
務

ソ
連
の
「
食
料
危
機
」
は
ほ
ん
と
う
か

シ
リ
ー
ズ
「
ソ
連
脅
威
論
」
の
虚
構
⑭

「
北
方
領
土
」
問
題
と
政
府
・
自
民
党

国
鉄
『
再
建
』
を
め
ぐ
る
基
本
問
題

定
価
千
円
（
〒
二
五
〇
円
）

№
１
６
８
（
一
九
八
二
年
八
月
一
一
日
）

巻
頭
言
◇
教
科
書
検
定
は
帝
国
主
義
的
反
動
の
一
環

意
識
の
成
長
が
最
大
の
課
題

―
反
核
運
動
の
現
状
と
課
題
―

労
働
組
合
は
民
主
主
義
の
学
校

―
（
私
鉄
総
連
第
四
六
回
大
会
報
告
―

◇
投
稿
◇
大
会
で
の
方
針
修
正
は
再
編
成
の
歯
ド
メ
に
な
る
か

―
日
教
組
大
会
報
告
を
読
ん
で
―

イ
ス
ラ
エ
ル
の
レ
バ
ノ
ン
侵
攻

―
危
機
の
時
代
に
入
っ
た
ア
ラ
ブ
世
界
―

シ
リ
ー
ズ
「
ソ
連
脅
威
論
」
の
虚
構
⑮

虚
偽
に
み
ち
た
ア
フ
ガ
ン
報
道
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№
１
６
９
（
一
九
八
二
年
八
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
行
革
」
に
は
真
正
面
か
ら
反
対
を

階
級
国
家
堅
持
の
大
会
確
認
を
ふ
ま
え
て

「
社
会
主
義
像
」
の
起
草
を
！

資
料
日
本
社
会
党
理
論
セ
ン
タ
ー

「
社
会
主
義
の
構
想
」
の
四
つ
の
論
点

組
合
大
会
を
ふ
り
か
え
っ
て

報
告
１
全
民
労
協
参
加
は
秋
の
臨
時
大
会
で
（
私
鉄
）
／
報
告
２
反
合
問
題
で
激
論
、
原
案
修
正
ヘ

（
全
林
野
）
／
報
告
３
史
上
も
っ
と
も
緊
張
感
の
な
い
大
会
（
全
電
通
）
／
報
告
４
六
四
組
合
が
大

会
ボ
イ
コ
ッ
ト
、
流
会
ヘ
（
合
化
）
／
報
告
５
全
民
労
協
へ
組
織
、
活
動
を
一
元
化
（
電
機
）

京
都
、
大
阪
の
仲
間
に
負
け
る
な

―
「
七
・
二
一
京
都
集
会
」
報
告
―

破
産
の
明
ら
か
な
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
連
合
政
府
」

№
１
７
０
（
一
九
八
二
年
九
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
大
会
確
認
は
守
ら
れ
て
い
る
か
？
―
「
社
会
主
義
の
構
想
」
の
起
草
作
業
を
見
守
ろ
う

総
評
内
の
矛
盾
は
さ
ら
に
激
化
―
総
評
第
六
六
回
大
会
報
告
―

今
こ
そ
全
電
通
の
教
訓
を
学
ベ
―
全
電
通
大
会
か
ら
考
え
る
こ
と
―

行
革
、
政
治
反
動
に
強
い
危
機
感
―
全
水
道
第
三
三
回
大
会
報
告
―

◇
自
治
労
運
動
方
針
を
読
ん
で
◇

問
わ
れ
る
交
流
と
そ
の
強
化

◇
書
評
◇
向
坂
逸
郎
著
『
愚
者
の
道
』

先
生
と
共
に
面
白
い
人
生
を
歩
み
た
い

読
者
か
ら
の
た
よ
り

№
１
７
１
（
一
九
八
二
年
九
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
深
刻
さ
ま
す
雇
用
情
勢

労
働
者
、
勤
労
者
へ
の
宣
戦
布
告

―
第
二
臨
調
基
本
答
申
の
本
質
①

◇
国
労
大
会
を
ふ
り
か
え
っ
て
㊤
◇

た
た
か
う
方
向
に
一
歩
前
進

労
働
者
被
曝
に
強
い
刺
激

―
原
水
禁
大
会
に
参
加
し
て
―

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
実
質
ス
タ
ー
ト

―
統
一
労
組
懇
総
会
を
傍
聴
し
て
―

書
評
岩
井
章
編
著
『
総
評
の
再
生
』

―
幹
部
、
活
動
家
の
待
望
の
指
針
を
提
示
―

ア
ラ
フ
ァ
ト
と
の
対
話

パ
レ
ス
チ
ナ
の
過
去
、
現
在
、
末
来
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№
１
７
２
（
一
九
八
二
年
九
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
教
育
こ
そ
が
最
大
の
課
題

「
社
会
主
義
の
構
想
」
と
民
社
党
綱
領

―
科
学
的
社
会
主
義
の
理
論
は
霧
散
―

階
級
闘
争
激
化
を
自
ら
証
明

―
第
二
臨
調
基
本
答
申
の
本
質
②
―

◇
国
労
大
会
を
ふ
り
返
っ
て
㊥
◇

職
場
総
点
検
で
反
撃
体
制
確
立
を
め
ざ
す

シ
リ
ー
ズ
「
ソ
連
脅
威
」
論
の
虚
構
⑯

中
国
の
「
ソ
連
脅
威
」
論

№
１
７
３
（
一
九
八
二
年
一
〇
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
こ
こ
で
も
教
育
が
問
わ
れ
て
い
る

「
人
間
解
放
」
の
な
か
に
階
級
対
立
を
解
消

―
弁
解
の
余
地
な
い
大
会
確
認
違
反
―

反
独
占
・
反
自
民
の
戦
線
を
結
集
せ
よ

―
勤
労
国
民
の
共
感
え
ら
れ
ぬ
「
構
想
」
―

ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
の
「
独
自
性
」

激
動
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
・
経
済
情
勢

◇
ア
ラ
フ
ァ
ト
と
の
対
話
②
◇

パ
レ
ス
チ
ナ
の
過
去
、
現
在
、
未
来

読
者
か
ら
の
た
よ
り

岩
井
章
編
著
Ｂ
６
版
上
製
本
四
二
八
頁

―
総
評
の
再
生
―
階
級
的
労
働
運
動
の
課
題

定
価
一
九
○
○
円
（
〒
三
○
○
円
）

№
１
７
４
（
一
九
八
二
年
一
〇
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
イ
ス
ラ
エ
ル
の
暴
虐
を
許
す
な

誌
上
討
論
①

労
働
運
動
を
め
ぐ
る
情
勢
と
当
面
の
任
務

本
部
の
変
質
に
現
場
組
合
員
が
反
撃

―
全
九
電
第
二
五
回
大
会
に
参
加
し
て
―

中
国
共
産
党
一
二
全
大
会
の
意
味
す
る
も
の

◇
ア
ラ
フ
ァ
ト
と
の
対
話
③
◇

パ
レ
ス
チ
ナ
の
過
去
、
現
在
、
未
来

岩
井
章
編
著
Ｂ
６
版
上
製
本
四
二
八
頁

―
総
評
の
再
生
―
階
級
的
労
働
運
動
の
課
題

定
価
一
九
○
○
円
（
〒
三
○
○
円
）
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№
１
７
５
（
一
九
八
二
年
一
〇
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
教
科
書
問
題
は
未
決
着

人
勧
「
凍
結
」
と
わ
れ
わ
れ
の
た
た
か
い

◇
誌
上
討
論
②
◇

報
告
①
労
戦
「
統
一
」
問
題
の
現
状
と
課
題
―
総
評
再
生
の
方
途
を
さ
ぐ
る
―

報
告
②
社
会
主
義
を
放
棄
し
た

「
社
会
主
義
の
構
想
」
―
社
会
党
理
論
セ
ン
タ
ー
「
社
会
主
義
の
構
想
」
の
本
質
―

◇
ア
ラ
フ
ァ
ト
と
の
対
話
④
◇

パ
レ
ス
チ
ナ
の
過
去
、
現
在
、
未
来

資
料
①
組
合
民
主
主
義
と

大
衆
運
動
に
も
と
づ
く
労
働

―
運
動
研
究
セ
ン
タ
ー
試
案
―

資
料
②
「
中
執
原
案
」
ヘ
の
附
帯
条
件

№
１
７
６
（
一
九
八
二
年
一
一
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
た
か
が
名
札
一
枚
と
思
う
な
か
れ

社
会
主
義
の
魅
力
を
棄
て
た
「
構
想
」

「
実
態
点
検
手
帳
」
を
大
衆
闘
争
の
武
器
に

シ
リ
ー
ズ
ソ
連
脅
威
論
の
虚
構
⑯

日
ソ
中
立
条
約
と
は
何
で
あ
っ
た
か

「
暗
愚
の
宰
相
」
は
何
を
し
た
か

日
経
連
の
「
ス
ト
権
付
与
」
論
に
つ
い
て

創
刊
五
周
年
に
あ
た
っ
て

№
１
７
７
（
一
九
八
二
年
一
一
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
憲
法
無
視
の
軍
備
増
強
論

大
衆
運
動
構
築
に
着
実
な
一
歩

―
社
青
同
第
一
九
回
大
会
報
告
―

選
挙
闘
争
の
戦
略
・
戦
術
に
つ
い
て
①

「
三
単
産
」
の
〃
選
別
〃
は
明
ら
か

自
動
車
労
連
が
生
産
性
運
動
を
停
止

チ
ャ
イ
ナ
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
前
兆

「
平
和
」
の
字
が
出
な
い
こ
と
は
な
い

―
Ｄ
Ｄ
Ｒ
留
学
一
年
を
終
え
て
―

◇
ア
ラ
フ
ァ
ト
と
の
対
話
（
最
終
回
）
◇

パ
レ
ス
チ
ナ
の
過
去
、
現
在
、
未
来

◇
語
録
◇
編
集
部
か
ら
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№
１
７
８
（
一
九
八
二
年
一
一
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
中
ソ
「
和
解
」
は
世
界
を
変
え
る

勤
労
諸
国
民
の
実
態
を
ふ
ま
え
た
た
か
え

―
選
挙
闘
争
の
戦
略
・
戦
術
に
つ
い
て
②
―

「
反
基
地
、
反
自
衛
闘
争
」
を
た
た
か
う
た
め
に

―
社
会
党
を
支
持
す
る
青
年
共
闘
運
動
で
学
ん
だ
も
の
―

戦
線
の
広
が
り
に
自
信
と
確
信

―
社
青
同
全
国
大
会
に
参
加
し
て
―

シ
リ
ー
ズ
「
ソ
連
脅
威
論
」
の
虚
構
⑱

北
洋
漁
業
を
脅
か
す
の
は
だ
れ
か

資
料
①
向
坂
逸
郎
社
会
主
義
協
会
代
表
と

「
青
年
の
声
」
編
集
部
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
構
想
」
は
社
会
主
義
を
否
定
す
る
も
の

資
料
②
全
民
労
協
発
足
に
あ
た
っ
て
（
造
船
重
機
労
連
）

語
録

№
１
７
９
（
一
九
八
二
年
一
二
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
火
花
は
焔
に
な
る
！

社
会
党
第
四
七
回
大
会
に
つ
い
て

ソ
ビ
エ
ト
の
政
策
は
変
わ
ら
な
い

統
一
地
方
選
を
こ
う
た
た
か
お
う

―
選
挙
闘
争
の
戦
略
・
戦
術
に
つ
い
て
③
―

◇
座
談
会
当
面
す
る
労
働
運
動
の
任
務
と
課
題
㊤

面
白
く
な
っ
て
き
た
労
戦
再
編
成
問
題

◇
た
た
か
い
の
記
録
と
報
告

①
た
た
か
い
の
な
か
で
反
合
闘
争
の
意
義
を
自
覚

富
山
県
農
協
労
の
た
た
か
い
㊤

№
１
８
０
（
一
九
八
二
年
一
二
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
皆
で
話
し
合
い
、
皆
で
決
め
て
、
皆
で
実
行
！
」

一
九
八
二
秋
闘
を
反
撃
の
突
破
口
ヘ

中
曽
根
政
権
の
成
立
と

社
会
党
第
四
七
回
大
会
の
課
題

資
料
社
会
党
理
論
セ
ン
タ
ー
報
告
へ
の
意
見
書

「
わ
れ
わ
れ
の
め
ざ
す
社
会
主
義
の
構
想
」
に
反
対
す
る
ひ
ろ
が
る
沖
電
気
闘
争
の
意
義

―
十
二
月
十
一
日
に
「
四
周
年
集
会
」
―

闘
い
の
記
録
と
報
告
富
山
県
農
協
労
の
闘
い
㊦

独
占
、
そ
し
て
資
本
は
な
ん
で
も
す
る

岩
井
氏
の
講
演
に
感
銘

―
神
奈
川
で
も
闘
う
労
戦
統
一
を
め
ざ
す
大
集
会

「
社
会
通
信
」
五
周
年
お
め
で
と
う

語
録
◇
読
者
か
ら
の
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り
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№
１
８
１
（
一
九
八
二
年
一
二
月
二
一
日
）

巻
頭
言
◇
国
労
は｢

職
場
抵
抗
闘
争｣

で
た
た
か
う

前
進
を
示
し
た
日
教
組
の
ス
ト
権
批
准

全
民
労
協
の
本
質
と
わ
れ
わ
れ
の
任
務
に
つ
い
て

資
料
社
会
党
理
論
セ
ン
タ
ー
報
告
へ
の
意
見
書
（
常
松
裕
志
氏
他
一
四
名
）

「
わ
れ
わ
れ
の
め
ざ
す
社
会
主
義
の
構
想
」
に
反
対
す
る
㊦

◇
座
談
会
当
面
す
る
労
働
運
動
の
任
務
と
課
題
㊦

敵
も
ぎ
び
し
い
、
工
夫
を
尽
く
し
足
腰
を
強
め
よ

◇
投
稿
朝
鮮
統
一
青
年
国
際
会
議
か
ら
考
え
る
◇

必
要
な
反
帝
連
帯
の
基
調
と
組
織
確
立

◇
た
た
か
い
の
記
録
と
報
告
③

全
逓
の
仲
間
か
ら
の
報
告
◇

闘
争
方
針
を
確
立
し
、
粘
り
強
く
た
た
か
お
う

◇
語
録
◇
編
集
部
か
ら
の
た
よ
り


